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注意事項
1.試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2.出題分野．頁および選択方法は，下表のとおりです。
出題分野 頁 選 択 方 法
物 理 l ~14 左の3分野のうちから2分野を選択し，化学 15-27
生 物 28-49 解答しなさい。

察
冒
旦
冒

3.試験開始後，頁の落T．乱丁及び印刷不鮮明，解答用紙の汚れ等に気付いた場
合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。また，問題冊子に計算用紙が挟んであ
るのでメモや計算に用いて構いません。

4.監督者の指示にしたがって解答用紙の該当欄に下記のようにそれぞれ正しく記
入し，マ ー クしなさい。
① 受験番号欄

受験番号を5ケタで記入し．さらにその下のマ ー ク欄に該当する5ケタを
マ ー クしなさい。（例）受験番号10025番→ 1 l i o | o | 2 | 5 |と記入。

② 氏名欄 氏名・フリガナを記入しなさい。
③ 解答分野欄

解答する分野名2つを0で囲み，さらにその下のマ ー ク欄にマ ー クしなさい。
5.受験番号および解答する分野が正しくマ ー クされていない場合は．採点できな
いことがあります。

6.解答は，解答用紙の解答欄にHB鉛筆で正確にマ ー クしなさい。
例えば［三こ］と表示された問題の正答として®を選んだ場合は，次の（例）

のように解答番号15の解答欄の＠を濃く完全にマ ー クしなさい。薄いもの，不
完全なものは解答したことにはなりません。
（例） 「面百番号 解 答 欄

15 I (j) ® @● ® © 0 ® ® ®
7.解答を修正する場合は．必ず「消しゴム」であとが残らないように完全に消しな
さい。鉛筆の色や消しくずが残ったり． ｀のような消し方などをした場合は．
修正したことになりません。

8.すべて選べという指示のある問題を除き，それぞれの問題で指定された数より
も多くの解答をマ ー クした場合は無解答とみなされます。

9.問題冊子の余白等は．適宜利用してよいが．どの頁も切り離してはいけません。
10.試験終了後．問題冊子．解答用紙，計算用紙を机上に置き．試験監督者の指示

に従い退場しなさい。
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試験科目名 
（ 物理 ）  

  

頁  行  問題  誤  正  

5 上から  
4 行目  第 3 問 ・・・と垂直に磁束密度 B [Wb/㎡ ] の・・・  ・・・と垂直に磁束密度 B [T] の・・・  

11 
上から  
5 行目  第 6 問 

図 7 の よ う に , 速 さ v [m/s] の 分 子 が 入 射 角 θ [rad]
で・・・  

図 6 の よ う に , 速 さ v [m/s] の 分 子 が 入 射 角 θ [rad]
で・・・  

 
 

試験科目名 
（ 生物 ）  

  

頁  行  問題  誤  正  

33 
上から  
2 行目  

第 1 問 

問 7 

遷移の初期（裸地~草原）・中期（低木材～高木材）・後

期（極相林）の・・・  
遷移の初期（裸地~草原）・中期（低木林～高木林）・後

期（極相林）の・・・  

 









〇 制限酵素アは， プラスミド中の C の部分の塩基配列を認識して切断す

る。

© 制限酵素イが切断する際に認識する塩基配列は， プラスミド中に 3 ヵ所存
在する。

® 制限酵素ウは， プラスミド中のdとfの部分の塩基配列を認識して切断
する。

® 制限酵素アと工を組合せて切断すると， 2本のDNA断片が生じる。
® 制限酵素イと工を組合せて切断して生じる 3 kbp の DNA 断片は， 3本で
ある。

® 制限酵素ウと工を組合せて切断した DNA 断片を電気泳動すると， 2 kbp 
の位置に太いパンドがみられる。

0 0~®のすべての選択肢は正しい。
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0 ク鎖の相補鎖の塩基配列は，

5'- CAGTA ATGAA TCGAG TAGCC TAACC GTATA -3' 

である。

® ク鎖を鋳型鎖として合成された mRNA が開始コドンから翻訳されると

き， 合成されるペプチドの長さは5アミノ酸である。

® ク鎖を鋳型鎖として合成された mRNA が開始コドンから翻訳されると

き カルボキシ基側の末端のアミノ酸はアラニンである。

® ク鎖を鋳型鎖として合成された mRNA が開始コドンから翻訳されると

き， アミノ基側の末端から 2番目のアミノ酸を運ぶ tRNA のアンチコドン

は5'- AUU -3'である。

® 5'末端から18番目の塩基がTの塩基に変化したク鎖を鋳型鎖として合成

された mRNA が開始コドンから翻訳されるとき変化した塩基を含むコド

ンが指定するアミノ酸はアルギニンである。

® 5'末端から20番目のヌクレオチドが失われたク鎖を鋳型鎖として合成さ

れた mRNA が開始コドンから翻訳されるとき合成されるペプチドの長さ

は3アミノ酸である。

0 0~®のすべての選択肢は正しい。
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図1

2図
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　図1は著作権の関係により、掲載できません。

　 
 
 
　 
 
 
　図２は著作権の関係により、掲載できません。





JI
 

皮膚の細胞が産生するサイトカインであるTSLPの受容体を欠損したマウス
(Ts/pr-/-）と腸管の細胞が産生するサイトカインであるIL-33を欠損したマウス
(II33-／-）を用いて，野生型マウス(Wt)と同様に図1の処理［あ］と［い］を行った。
この実験では， 図2で示した結果に加え， OVAを塗布した皮膚の細胞とその近
くのリンパ節の細胞に占める好塩基球の割合も調べた。 その結果を図3に示す。

図3

- 40 - ◇M2(552-56) 

　 
 
 
　 
 
 
 
 
 
　図３は著作権の関係により、掲載できません。







III IL-4の発現は， I/4遺伝子の 転写開始部位から5'側350塩基対の間にある

6個の転写調節領域とそこに結合する調節タンパク質NFATによって調節され

ている（図4)。 この領域のさらに5'側に， 図4に示した動物種間で保存された

領域があり， ヒトでは， 転写開始部位から数えて524番目に一塩基多型(SNP)

(- 524Cと 一 524T)が報告されている。 - 524Tのヒトは， 重症のアレルギー

など免疫系の病気にかかりやすいことが分かっている。 しかし， ある種の寄生虫

病発生地域の集団では， - 524TをもつIl4対立遺伝子の頻度が高く維持されて

いる。 なお， - 524TをもつJ/4対立遺伝子を導入したT細胞では， IL-4の発

現量が3倍増加することが分かっている。

図4

注）上の図とグラフはIl4遺伝子エキソン1を含む5'側の構造と図中の6種の動

物間の塩基置換率の指標を示している。 下の塩基配列は転写開始部位から524

番目のSNP周辺の6種の動物で保存されている塩基配列を， また， 系統樹

は， 6種の動物の系統関係を表したもので，

岐してからの時間を表している。
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その枝長は， それぞれの動物が分
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　図4は著作権の関係により、掲載できません。



問7 転写調節領域を含めたIl4遺伝子に関して考えられることとして， 適切な

ものはどれか。 次の0~©のうちから二つ選び， 解答番号16の解答欄に二

つマ ークせよ。 ［ここ］
O Il4遺伝子の転写開始部位から5'側350塩甚対の間に生じた突然変異

は中立な変異であった。

® Il4遺伝子のエキソン1に生じた突然変異は，IL-4タンパク質の働きを

破壊している。

@ - 524Cは， ー524領域のNFATとの結合親和性を高め，IL-4の発現

量を増加させる。

@ -524Tは， チンパンジ ー とボノボの共通祖先とヒトの祖先が分岐した

後でヒトの系統で生じた。

@ - 524CをもつIl4対立遺伝子の遺伝子頻度は， 寄生虫病発生地域の集

団よりもそれ以外の集団で高い。

@ - 524TをもつIl4対立遺伝子は， 遺伝的浮動によって寄生虫病発生地

域集団に広まった。
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第3 問 次の文章I, IIを読んで， 以下の問い（問1 ~7)に答えよ。 解答番号

亡 ～ l二
I 生物の生活は， 同種の他の個体や他種の個体との関係をもとに成り立ってい

る。 したがって， 資源をめぐる種内競争や種間競争は， 生物個体の生存や繁殖に 

影響を与える。 一般に， 生物は自らの子を多く残す個体ほど滴応的だと考えられ 

ている。 この尺度である適応度は， ある個体が一生の間につくる子のうち， 生殖 

可能な年齢まで達した子の数で表される。

表1

行動のコスト（J／時間）
蜜の採取
とまり木での待機
縄張りの防衛

表2

4200 
1700 

12600 

縄張りの防衛で増加するエネルギ ー消費量(J)

鰐
2 
3 

； 4 
5 

(µL)の 6 

縄張りを防衛することで
増加する花蜜量 (µL)
1 2 3 

3052 4251 5123 
1526 2289 2834 
981 1635 1962 
654 1090 
327 
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図

注）図中の数字は採餌時間を示す。

注）縄張りの防衛に使う時間は，と
まり木での待機の時間から捻出さ
れる。
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図は著作権の関係
により、掲載できま
せん。

 
　 

　 この部分は著作権の関係により、　
　　掲載できません。







問6 

                                    ただし， 利他行動の   

行為者の損失と受け手の利益は雄当たりの残した子の数で測定される。　な

ぉ． 残した子の数は生殖可能な年齢に達した子の数を示す。 計算の途中で四

捨五入することなく， 必要ならば最後に小数点以下第三位を四捨五入して

答えよ。　0. ［三こ］ ［三こ］
(i) 1 (?) 2 @ 3 

® 6 0 7 ® 8

4

9

 

©
®

5
0

 

®
®
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　　この部分は著作権の関係により、 
　　　　　掲載できません。
　　



問7

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，残した子の数は生殖可能 

な年齢に達した子の数を示す。計算の途中で四捨五入することなく，必要な

らば．最後に小数点以下第三位を四捨五入して答えよ。

フリー雄の包括適応度：o.［口こ］［ご巨二］
第一ヘルパーと第ニヘルパーの包括適応度の差：0.［ロロ］［口こ］
0 1 ® 2 ®3 @ 4 ® 5 
© 6 ® 7 ® 8 ®, ® o 
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この部分は著作権の関係により、 
　　　掲載できません。


